
承
認
番
号

0
9
`
4
6Ｐ
`
0
0
0
3

承
認
を
受
け
た
者
の
名
称
、
代
表
者

の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

日
本
モ
ン
サ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
山
根
精
一
郎

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
丁
目
1
0番

1
0号

承
認
を
受
け
た
第
一
種
使
用
規
程

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
種
類
の

名
称

低
飽
和
脂
肪
酸
・
高
オ
レ
イ
ン
酸
及
び
除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ダ

イ
ズ
（
G
m
F
A
D
2
`

1
A
,
G
m
F
A
T
B
1
A
,改
変

cp
4
ep
sp
s,
G
lycin

e
m
a
x(
L
.)

M
e
rr.）（

Ｍ
Ｏ
Ｎ

8
7
7
0
5，
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

Ｕ
Ｉ
：
Ｍ
Ｏ
Ｎ
`

8
7
7
0
5
`
６
)

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種

使
用
等
の
内
容

隔
離
ほ
場
に
お
け
る
栽
培
、
保
管
、
運
搬
及
び
廃
棄
並
び
に
こ
れ
ら
に

付
随
す
る
行
為

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種

使
用
等
の
方
法

所
在
地
：
茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
生
板
字
小
川
4
7
1
7番
地

名
称
：
日
本
モ
ン
サ
ン
ト
株
式
会
社
隔
離
ほ
場

使
用
期
間
：
承
認
日
か
ら
平
成
2
4年
１
月
3
1日
ま
で

１
隔
離
ほ
場
の
施
設

\
部
外
者
の
立
入
り
を
防
止
す
る
た
め
、
隔
離
ほ
場
を
取
り
囲
む

よ
う
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
い
る
。

]
隔
離
ほ
場
で
あ
る
こ
と
、
部
外
者
は
立
入
禁
止
で
あ
る
こ
と
及

び
管
理
責
任
者
の
氏
名
を
明
示
し
た
標
識
を
見
や
す
い
所
に
掲
げ

て
い
る
。

^
隔
離
ほ
場
で
使
用
し
た
機
械
、
器
具
、
靴
等
に
付
着
し
た
土
、

本
遺
伝
子
組
換
え
ダ
イ
ズ
の
種
子
等
を
洗
浄
に
よ
っ
て
除
去
す
る

た
め
の
洗
い
場
を
設
置
し
て
い
る
と
と
も
に
、
当
該
ダ
イ
ズ
の
隔

離
ほ
場
の
外
へ
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
を
排
水
系
統
に

設
置
し
て
い
る
。

_
隔
離
ほ
場
周
辺
に
は
、
花
粉
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
の
防
風

網
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
播
種
時
に
は
防
鳥
糸
な
ど
を
用
い

た
鳥
害
防
止
策
を
講
じ
る
。

平成™˜年�月˜�日 木曜日 第œ˜˜›号官 報
二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。大

東
町
上
久
野
一
五
〇
四

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島

根
県
庁
及
び
雲
南
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
日
和

二
三
八
〇
の
五
、
二
三
八
五
の
一
、
二
三
八
五
の
二
、

三
二
五
四
の
三
六
か
ら
三
二
五
四
の
五
四
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島

根
県
庁
及
び
邑
南
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
上

阿
井
二
一
五
五
の
三
、
二
一
五
五
の
四
、
二
一
六
八
、

二
一
七
〇
、
二
一
七
二
、
二
一
七
三
、
二
一
七
五
、
二

一
九
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島

根
県
庁
及
び
奥
出
雲
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
鱒
渕

一
五
七
九
の
三
、
一
五
八
七
の
一
、
二
〇
八
〇
の
一
、

二
〇
八
〇
の
二
、
二
〇
八
一
、
二
〇
八
三
、二
〇
八
六
、

二
〇
九
〇
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島

根
県
庁
及
び
邑
南
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
上
田

六
〇
、
七
〇
、
七
一
、
七
一
の
一
、
七
二
の
五
、
三
三

七
の
二
、
三
三
八
、
三
三
九
、
四
〇
〇
、
三
四
八
三
、

三
四
八
四
の
一
、
三
四
八
七
、
三
四
九
〇
の
一
、
三
五

〇
六
の
一
、
三
六
六
九
、
三
六
七
〇
の
一
、
三
六
七
〇

の
二
、
三
六
七
三
、
三
六
七
四
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島

根
県
庁
及
び
邑
南
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省

環

境

省
告
示
第
四
号

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九

十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
七
月
八
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
第
一
種
使
用
規
程
の
承

認
を
し
た
の
で
、
同
法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

環
境
大
臣

斉
藤

鉄
夫

œ
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